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２ 市長説明 

◇ 災害時における相互応援に関する協定の締結について ………… 資料１ 

◇ デマンド乗合タクシーの土日祝日運行について 
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詳細は「４報道提供」にて 
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◇ ぶらり田沼の旅～意次風の「何か」と歩むお国入り～の実施 
について 

………… 資料５ 
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<次回の記者懇談会> 令和８年 10 月 26 日（月）午後１時 15分～ 



定例記者懇談会 資料№１ 

令和８年９月 30日 

総務部 危機管理課 

0548-23-0056 
 

災害時における相互応援に関する協定の締結について 

 

１ 趣旨 

今回締結する２市は、以前から観光や産業等での交流があり、その関係性から令

和７年牧之原市台風 15 号に伴う竜巻等災害の際には、職員派遣等の支援をいただ

いた。 

  その経緯から、正式に災害協定を締結するにあたり、下記のとおり締結式を開催

する。 

 

２ 締結先 

➀ 福島県白河市 

  大河ドラマ「べらぼう～蔦重栄華乃夢噺～」での繋がりをきっかけに、観光 

や産業等で交流があり、令和８年４月 12 日に観光・文化連携協定を締結して 

いる。 

➁ 山梨県甲州市 

旧市町の時代から観光・産業等で交流があり、令和３年度に中部横断自動車

道が開通し、交通の便が向上したことに伴い、相互交流をさらに強化していく

ことを目的に令和６年９月７日に観光交流協定を締結している。 

     

３ 実施日時及び出席者 

➀ 福島県白河市 

日 時：令和８年 10 月 10 日（土） 午後５時～午後５時 30 分 

  会 場：福島県白河市役所 ３階第二応接室（福島県白河市八幡小路７番地１） 

  出席者：【白 河 市】白河市長、防災環境課長、他職員２名程度 

      【牧之原市】牧之原市長、危機管理課長、他職員２名程度 

➁ 山梨県甲州市 

日 時：令和８年 10 月 18 日（日） 午後１時 30 分～午後２時 30 分（調整中） 

  会 場：山梨県甲州市役所 ２階応接室（甲州市塩山上於曽 1085 番地１） 

出席者：【甲 州 市】甲州市長、副市長、総務課長、他職員２名程度 

      【牧之原市】牧之原市長、危機管理監、他職員２名程度 

 

４ 協定の主な支援内容 

⑴物的支援 
⑵避難施設等の提供 
⑶人的支援（職員の派遣） 

 



定例記者懇談会 資料№２   

令和８年９月 30日 

企画政策部 地域振興課 

0548-23-0053 

 

デマンド乗合タクシーの土日祝日運行について 
 

 

１ 目的 

デマンド乗合タクシーは、令和４年に全域導入を達成し、主に高齢者の移動手段と

して年間約 4,200人が利用している。 

現在も、毎年改善を加えながら運行を続けているが、今年度は、デマンド乗合タク

シーが運行していない土日祝日の実証運行を実施し、土日祝日の需要把握や、平日の

予約集中時間帯の分散化の効果検証を行う。 

 

２ これまでのデマンド乗合タクシーとの比較 

 現行のデマンド 土日祝日のデマンド 

運行曜日 
月曜日から金曜日（地域で週２

～３日） 

令和８年９月～令和９年１月の土日祝日

（年末年始除く） 49日間 

利用者 
市内在住の 75 歳以上の高齢者

や障がい者等の会員登録者 
市内在住の会員登録者（年齢制限なし） 

乗降場所 
病院、スーパー、公共施設、金

融機関 

病院、スーパー、公共施設、金融機関 

＋市内高校、体育施設 

予約方法 タクシー事業者へ直接電話 
予約専用コールセンターへ電話または 

オンライン予約 

 

３ 事業概要 

①運行形態 タクシー事業者に運行委託するデマンド乗合タクシー 

②運行期間 
令和８年９月５日（土）～令和９年１月 31日（日） 

※年末年始の 12月 29日～１月３日は運休。 

③乗降場所 市内の病院、スーパー、公共施設、金融機関 ＋市内高校、体育施設 

④旅客範囲 
市内に住所を有する者（要会員登録） 

※一般利用者は、土日祝日のみ利用可能。 

⑤運行便数 １日８便～15便（往路、復路の区別なし） 

⑥運行時間 
榛原地域デマンド：午前 10時～午後５時（30分毎・15便） 

相良地域デマンド：午前 10時～午後５時（１時間毎・８便） 

⑦片道運賃 現行のデマンドと同じ（300円～1,000円） 

⑧事業者 
榛原地域：東海タクシー株式会社（牧之原市静波） 

相良地域：御前崎タクシー株式会社（御前崎市） 

⑨予約方法 

電話またはオンライン予約 

※静岡県が今年度から運用を開始した「共同利用型」公共ライドシェ

アプラットフォームを活用した予約。 

⑩予約期限 

・土曜日利用の場合→水曜日午前８時まで 

・日曜日利用の場合→木曜日午前８時まで 

・祝 日利用の場合→前週の木曜日午前８時まで 

※詳細は別添チラシを参照。 



運行時間 ／ 利用料金

予約期限
予約期限を過ぎると予約できません。
ご注意ください。

■問い合わせ先■
牧之原市役所 企画政策部地域振興課 空港交通係

☎ 0548-23-0053（受付時間：平日8:15～17:00）
✉ kotsu@city.makinohara.lg.jp

制度についてご不明な点等
がありましたら、お気軽に
お問い合わせください。

※９月のシルバーウィーク（9/19～23）は、前週の木曜日 （9/17）
20時までが予約期限となります。

10：00～
17：00
(30分毎／１日15便)
※予約枠には限りがあります。

土曜日利用

水曜日20時まで

日曜日利用

木曜日20時まで

祝日利用

前週の木曜日
20時まで

令和８年９月５日（土）～
令和９年１月31日（日）

※年末年始（12/29～1/3）は運休

実証運行期間 予約について
WEB予約または電話でご予約ください。

0570-00-0882

デマンド土日祝専用ダイアル

電話の受付時間は、午前10時～午後８時（年中無休）です。

利用方法

予約の変更・キャンセル
上記期限内の変更・キャンセルの場合
➡専用ダイアル（0570-00-0882）へ連絡

上記期限を過ぎてからの直前の変更・キャンセルの場合
➡タクシー会社へ連絡

❶ 予約する

予約の際は、以下の情報を入力またはお伝え
ください。
・会員番号と利用する号
・氏名
・利用したい日時
・出発場所（自宅または施設名）
・目的地（自宅または施設名）

❷ 予約した時間にタクシーが到着

タクシーに乗って目的地まで移動
※乗合タクシーのため、同じ方向に行く方と同乗となる
場合があります。

❸ 目的地に到着

WEB

電話

目的地一覧
予約フォームまたはホームページで
ご確認ください。
（市HP）
https://www.city.makinohara.shizuoka.jp/soshiki/6/62615.html

たとえば こんなお出かけができます

榛原地域 相良地域

10：00～
17：00
(１時間毎／１日８便)
※予約枠には限りがあります。

相良地域榛原地域

会員登録について
事前の会員登録が必要です。
※登録要件：牧之原市在住であること
※平日の乗合デマンドタクシーの会員登録がお済みの場合は、改めて
会員登録する必要はありません。

【榛原地域】東海タクシー （0548-23-0288）

【相良地域】御前崎タクシー（0548-63-2655）

登録はこちら

300円
～

1,０00円
※利用するエリアによって異なります。
※片道の料金です。

料金
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まきチャレ 2026(第５回牧之原市チャレンジビジネスコンテスト)について 
 

１ 概要 

「まきチャレ」は、牧之原市内の地域資源（産業資源、観光資源）を活用

したビジネスプランを募集するコンテストであり、本イベントに参加する地

域企業とスタートアップ企業が協力して牧之原市から日本全国、そして世界

へと拡大する新たな事業を生み出す事を目的に、令和４年度から開催してい

ます。 

第１回から第４回までの「まきチャレ」の総エントリー数は、541 件であ

り、その中から 12 件のプランが市内での活動を始めています 

今年度で５回目となる「まきチャレ 2026」は下記のとおり開催します。 

 

２ 審査、表彰式のスケジュール 

日時・会場 詳細 

９月 25 日(金) 
ファイナリスト発表 

（11 社）  

10 月１日(木) 
オープンピッチ審査会 

最終審査（完全オンライン） 

10 月 20 日(火) 午後３時 30 分～ 

相良総合センター い～ら 
表彰式 

 

３ エントリー件数  

230 件（国内：156 件、海外：74 件） 

※参考 昨年度実績 168 件（国内：95 件、海外：73 件） 

   

４ ファイナリスト  

   11 社（国内７社 海外４社） ※別添一覧参照 

   海外内訳 （インド１社 韓国２社 イギリス１社） 

 
５ まきチャレから生まれた新たなビジネス 

〇株式会社 M-Weddings 

 静波海岸や牧之原台地などの市の地域資源を活用したウェディング事業を

手掛けています。市内での挙式や、ウェディングフォトの撮影を行い、市内

での婚姻を増やすことで地域の活性化を目指しています。 

 

〇株式会社シンコムアグリテック 

 荒廃した茶園を有効活用し、牧之原市のご当地ブランド「波乗りレモン」を

栽培しています。 

さらに、伐根した茶樹はバイオ炭に加工し、カーボンクレジットの創出と同

時に土壌改良にも役立てています。 

 

※その他、複数の参加企業が市内でのビジネス開始を準備しています。 

定例記者懇談会 資料№３ 

令和８年９月 30 日 

産業経済部 商工企業課 

0548-53-2647 



2 
 

６ ジュニアまきチャレ（令和７年度～） 

「まきチャレ」の取組を高校生にも広げ、市内高校生が自ら考えた事業プラン

をまきチャレの協賛企業へ提案する「ジュニアまきチャレ」を実施します。 

初年度の令和７年度は、高校生だけで考案したプランを発表しましたが、２年

目となる今年度は、より具体的で実現的な内容となるよう実際の企業と共にプ

ランに取り組んでいます。 

高校生が地域の課題や地域資源について考え、企業へのヒアリングなどを通

じて事業プランを作成し、そのプランを協賛企業に対してプレゼンテーション

します。 

高校生にとっては、実際の企業に対して自分たちのアイデアを提案すること

で、ビジネスや地域産業について学ぶ実践的な機会となります。 

企業側にとっても、高校生ならではの柔軟でフレッシュな発想や視点に触れ、

新たな事業や商品開発等のヒントを得る機会となります。 

こうした高校生と地域企業との交流を通じて、将来の地域を担う人材の育成

とともに、高校生のアイデアを起点とした新たなビジネスの創出につなげるこ

とを目指します。 

 



No. 会社名 所在地 事業内容

1
Abnous Podia Invest&Architect
株式会社(アブノウスポディア
インベストアンドアーキテクト）

東京都
未利用バイオマスや微生物を原料に、バイオ壁
紙、天然由来接着剤、不燃・耐水木材、長期持
続型バイオ消臭剤を開発

2 IN-NATURE（インネイチャー） 韓国

調光・遮光・プライバシー・発熱を1枚に統合
したスマートウィンドウフィルムと水利用ファ
サードを建築・モビリティ・スマート農業/観
光の３分野で活用

3 INNFRA株式会社（インフラ） 山梨県
生活排水を浄化・再利用するオフグリッド水循
環システム「INNFRA Water」により、平常時は
収益をあげる「稼ぐ防災」の提案

4 エンゲート株式会社 東京都
スポーツファンの熱狂を可視化し価値に変える
サービスの提案

5 Zenmov株式会社（ゼンモブ） 東京都
既存車両を協賛金を募り運行する、行政に依存
しない運賃ゼロのオンデマンド交通

6 株式会社はんぽさき 東京都
チームで使う共有地図アプリ「LivMap」によ
り、道路・水道等のインフラ維持管理を現場DX
化

7
Farm Gulp Private Limited
（ファームグルププライベート
リミテッド）

インド

ビンロウジュ加工で廃棄される煮汁から、特許
取得の多段分離プロセスで高純度タンニン・ポ
リフェノールを精製し、皮革・ワイン・化粧
品・機能性食品向けに展開するバイオ素材事業

8 株式会社MINORICA（ミノリカ） 沖縄県 光合成の効率制御技術を研究開発

9 MarinaTex（マリーナテックス） イギリス
紙包装のプラスチックコーティングを代替する
天然ポリマーコーティングを段階展開する提案

10 Morphing I（モルフィングアイ） 韓国
単一進入点から最大3km探査可能な配管ロボッ
トとAI診断で上下水道管路の点検・予測保全

11 株式会社UBIQS（ユービックス） 東京都
試飲体験→QR→越境EC・定期購入で深蒸し茶・
抹茶を年間15万人に継続販売する提案

「まきチャレ2026」　ファイナリスト一覧



 

定例記者懇談会 資料№４     

令和８年９月 30日 

産業経済部 観光課 

0548-53-2623 

 
御前崎港客船歓迎イベントについて 

 
 

御前崎港に外国籍船が寄港することにより、御前崎港西ふ頭で歓迎イベント

を開催する他、牧之原市・御前崎市の観光地を巡るシャトルバスを運行します。 

 
１ 客船「ウエステルダム」寄港歓迎イベント 

（１）日 時  

令和８年 10月 12日（月・祝） 

入港：午前７時 出港：午後４時 

（２）会 場  

御前崎港西ふ頭２号岸壁 

（３）釣りイベント ※抜港の場合も決行。荒天中止。 

［時 間］午前８時～午後３時 

［会 場］御前崎港西ふ頭３～４号岸壁外 

※イベント開催時のみ解放。 

［定 員］約 100名 

［入場料］1,000円／人 ※中学生以下無料。 

 

２ 客船「ダイヤモンド・プリンセス」寄港歓迎イベント 

（１）日 時  

令和８年 11月 10日（火） 

入港：午前８時 出港：午後４時 

（２）会 場  

御前崎港西ふ頭２号岸壁 

 

３ 歓迎イベント ※１、２共通 

（１）シャトルバスの運行（行先） 

グリンピア牧之原、道の駅「そらっと牧之原」、なぶら市場、御前埼灯台 

（２）マルシェ 

   約 30店舗が出店予定 

 

４ その他 

 ・天候によっては、寄港が取りやめとなる場合があります。 

・歓迎イベントは気象状況などにより中止となる場合があります。 





ぶらり田沼の旅～意次風の「何か」と歩むお国入り～の実施について  

 

昨年の大河ドラマ「べらぼう～蔦重栄華乃夢噺～」を契機に田沼意次侯への興

味・関心が高まり、特別展示が開催された市史料館には全国各地から６万人以上

の来場者があった。また、意次侯にちなんだ商品や地場産品を使ったランチ・ス

イーツが次々に開発された。このレガシーを継承し、更なる交流人口の拡大や地

域の活性化を図るため、これまでの知見や成果を統合した魅力あるツアー『ぶら

り田沼の旅～意次風の「何か」と歩むお国入り～』を実施する。 

 

１ 概要 

名  称：ぶらり田沼の旅～意次風の「何か」と歩むお国入り～ 

     第１弾「相良城下町めぐり」 

開催日時：令和８年 10月 25日（日） 午前９時～正午 

※ ランチありは午後１時まで。 

集合場所：牧之原市史料館１階ロビー ※午前８時 30分から受付開始。 

参 加 者：20人（先着順） 

参 加 料：1,000円（ランチなし）、3,500円（ランチあり） 

※ 当日受付にて現金支払い。 

雨  天：小雨決行・荒天中止 

申込期間：９月 19日（土）午前８時～10月 18日（日）午後 11時 

申込方法：申込フォームから申し込む。 

（下記 URLまたは右の二次元コードを読み取り） 

     https://logoform.jp/form/gCEn/1804943 

  

２ コース「相良城下町めぐり」 

 田沼意次侯が築いた相良城下について、意次風の「何か」が歴史や見どころ 

を解説する。古地図を手にしながら、当時の町並みを探る。 

◆ 主な行き先 

① 牧之原市史料館 

   相良城本丸跡に建つ歴史資料館。「意次と定信」展と田沼家ゆかりの名刀

「七曜霊光正清」を特別公開中。ここだけの話が聞けるかも！？ 

 ② 陣代山 

  一見するとただの小高い丘。じつは相良城下町の秘密が隠されている。 

 ③ 浄心寺（平賀源内の墓） 

  江戸時代を代表する発明家・平賀源内。地元に残る源内伝説とは？ 

 ④ 大澤寺 

  相良城の木材を再利用して建立されたと伝わる本堂。 

 

３ その他 

 今回のコースとは別の第２弾、第３弾についても企画を進めている。 

定例記者懇談会 資料№５ 

令和８年９月 30日 

教育文化部 社会教育課 

0548-53-2626 

https://logoform.jp/form/gCEn/1804943


～意次風の 「何か」と歩むお国入り～

田沼家ゆかりの文化財めぐりツアー

第１回 「相良城下町めぐり」 要申込

１０月２５日（日） ９：００～１２：００
受付場所：牧之原市史料館１階ロビー 8:30受付開始
参 加 者 ：20人（先着順）
参 加 料 ：1,000円（ランチ無し）※１ 当日現金支払

3,500円（ランチ有り）※２ ツアー終了後、別会場にてお食事
雨 天：小雨決行・荒天中止
申込方法：右掲載の二次元コードからお申し込みください。
申込期間：令和８年9月19日（土）8:00 ～ 10月18日（日）23:00
問合せ先：田沼意次侯顕彰協議会（牧之原市社会教育課 文化振興係内）

TEL：0548-53-2626 Email：bunka@city.makinohara.lg.jp 

【お申込みはこちら】

≪ランチ：田沼御膳≫

「和ダイニング すけろく」より



田沼家ゆかりの名刀「七曜霊光正清」及び新資料の展示について 

 

現在開催中の田沼意次侯顕彰展「意次と定信～海開く相良と陸（みち）結ぶ白

河～」展において、クラウドファンディングを活用して購入した名刀「七曜霊光

正清」を特別公開する。また、当市と大河ドラマ「べらぼう」の世界観を繋ぐ新

たな展示品として、今年で没後 200年を迎えた小島蕉園の資料を追加展示する。 

 

１ 概要 

名  称 田沼家ゆかりの名刀「七曜霊光正清」特別公開 

開催期間 令和８年９月 29日（火）～11月８日（日） 

会  場 牧之原市史料館 ２階 

開館時間 午前９時～午後４時 

休 館 日 月曜日、祝日の翌日 

入 館 料 無料（２階のみ） 

 

２ 展示品 

（1）田沼家ゆかりの名刀「七曜霊光正清」 

  田沼意次侯の父・重意（意行）所用の刀。薩摩国（鹿児島県）の名工・宮 

原正清が８代将軍・徳川吉宗の命令により江戸の浜御殿で作刀したもの。 

今年の４月、一般投票によって「七曜霊光正清」と命名された。 

（2）小島蕉園著「蕉園渉筆」 

  小島蕉園が赴任地である相良で見聞きした出来事や遠州地方、特に榛南地 

  域の文化・社会・環境などをまとめた随筆。相良で獲れたサワラを塩漬け 

  にして松平定信に贈り、絶賛されたという話が掲載されている。 

（3）小島蕉園三行書「賀五老山人蒙赦」 ＜初公開＞ 

  小島蕉園が「五老山人」という人物が赦免されたことを祝って書いた七言 

  絶句の漢詩。「五老山人」とは、蔦屋重三郎の墓碑銘を書いた宿屋飯盛の 

  別号で、大河ドラマでは、タレントで小説家の又吉直樹さんが演じた。 

 

３ 小島蕉園（こじま しょうえん）とは？【1771-1826】 

 意次侯失脚後、一橋家の領地となった相良を治めた代官の一人。それまでの 

代官の失政が続き、土地も人心も荒れ果てた当地を復興させ、名代官と称され 

た。大江の不動山麓に墓所があり、今年で没後 200年を迎える。 

 父の唐衣橘洲（からころも きっしゅう）は、田安家（松平定信の実家）に

仕える武士であった一方、ドラマの中でも描かれた狂歌ブームを牽引し、蔦屋

重三郎と組んで狂歌に関する様々な書籍を刊行した。ただし、大河ドラマには

登場していない。 

 こうした人脈が子の蕉園にも引き継がれ、（2）や（3）のような資料が成立 

したと考えられる。 

定例記者懇談会 資料№６ 

令和８年９月 30日 

教育文化部 社会教育課 

0548-53-2626 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 小島蕉園著「蕉園渉筆」 】 
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